
  がある 。 二つのベク ト ルのなす角を q と し た

と き ， cos q の値はいく ら か。

                      　 図のよ う に， 二つのベク ト ル A  ，

B
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　 図 A ～ D の梁について， 静定か不静定かの組合せと し て妥当なのはど れか。

　 　 　  A　 　 　   　 B　 　 　  　 C　 　 　  　 D

１ ． 静定　 　 　 静定　 　 　 静定　 　 　 不静定

２ ． 静定　 　 　 静定　 　 　 不静定　 　 不静定

３ ． 不静定　 　 静定　 　 　 静定　 　 　 不静定

４ ． 不静定　 　 静定　 　 　 不静定　 　 静定

５ ． 不静定　 　 不静定　 　 静定　 　 　 静定

A B

C D
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                      　 コ ンク リ ート 構造物の耐久性に関する 次の記述Ａ ～Ｄ のう ちには妥当なも の

が二つある 。 それら を 選んでいる のはど れか。

Ａ ． コ ンク リ ート の中性化は， コ ンク リ ート 自体の強度など に及ぼす影響は小さ い。 し

かし ， 内部に配置さ れる 鉄筋の不動態皮膜が破壊さ れ， 水及び空気の侵入によ っ て，

鉄筋が腐食し やすく なる こ と が問題と なる 。

Ｂ ． アルカリ シリ カ反応の抑制対策と し て， 混合セメ ント （ 高炉セメ ント B 種ある いは

C 種） を使用する こ と がある 。

Ｃ ． コ ンク リ ート は高いアルカリ 性を 示すので， 硫酸や塩酸など の化学物質によ っ てコ

ンク リ ート が腐食する こ と はない。

Ｄ ． AE コ ン ク リ ート は， 凍害に関する 気象作用が通常よ り 厳し い場合にのみ使用が許

さ れている 。

１ ． Ａ ， Ｂ

２ ． Ａ ， Ｃ

３ ． Ｂ ， Ｃ

４ ． Ｂ ， Ｄ

５ ． Ｃ ， Ｄ
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　 図のよ う に， 三つの水準点 A ～ Cから 点 P の標高を 求める ため直接水準測量

を 行い， 表のよ う な結果を 得た。 点 P の標高の最確値はいく ら か。

１ ．１２．４１８  m

２ ．１２．４１９  m

３ ．１２．４２０  m

４ ．１２．４２１  m

５ ．１２．４２２  m

4km

1 kmP

2 km

A

B

C
点 P と の距離

［ km］

点 P の測定値

［ m］
水準点

４１２．４１６A

２１２．４１２B

１１２．４２５C
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                      　 耕盤に関する 次の記述Ａ ～Ｄ の正誤の組合せと し て妥当なのはど れか。

Ａ ． 耕盤の形成は透水性を 高め， 降下浸透を増大さ せる 効果がある ため， 水田が有する

地下水 涵 養機能を向上さ せる 。
かん

Ｂ ． 畑作農業では， 耕盤のない圃場が好ま れる が， 水田農業では， 心土と 作土の間に耕

盤を 形成し て苗を移植（ 田植え） する 栽培方法が発達し た。

Ｃ ． 湛水前の田面の耕 耘 など の作業では， 農業機械の車輪は主と し て作土直下の耕盤に
う ん

よ っ て支持さ れる が， 湛水条件下で行われる 代かき など の作業では， 車輪は主と し

て作土層である 表層によ っ て支持さ れる 。

Ｄ ． 耕盤がある こ と で， 作土内での灌漑水や肥料の利用効率が高ま り ， 水稲の安定し た

収量を期待する こ と ができ る 。

　 　 Ａ 　 　 Ｂ 　 　 Ｃ 　 　 Ｄ

１ ． 正　 　 正　 　 誤　 　 正

２ ． 正　 　 誤　 　 正　 　 誤

３ ． 誤　 　 正　 　 正　 　 誤

４ ． 誤　 　 正　 　 誤　 　 正

５ ． 誤　 　 誤　 　 誤　 　 正
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